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≪資料６≫ 一般社団法人定款（案）の件 

（仮称）一般社団法人日本キャリアデザイン学会定款案等説明資料（案） 

 

 

 定款案は別資料のとおりですが、法的な形式に沿った文章のため、読みにくいところがあろうかと思われます。 

そのため、以下に今回の提案のポイントをまとめましたので、こちらを中心に説明いたします。 

 

 

【１】これまでの経緯－なぜ、一般社団法人化するのか？ 

 

■日本キャリアデザイン学会は、昨年（2017 年）の大会で、2019 年に一般社団法人化することを決定しました。 

  「一般社団法人」とは、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律」を根拠とする、法人格を持つ社団 

  (人の集まり)です。 

 

■本学会は設立以来「任意団体」として活動してきましたが、2004 年に 250 人で発足したこの学会も、今では 

1,400 人という規模に発展し、支部も増え、予算規模も大きくなりました。 

それにともない、学会組織の運営、ガバナンスも、より健全で強固にしていくことが社会的に求められます。 

一般社団法人の運営については法律で必要事項が定められており、法の要請に沿った運営を行うことで、より 

健全で強固なガバナンスが実現し、結果的に高い社会的信用を得ることができます。 

 

■現状では、学会運営・ガバナンスの基本的な事項である「学会としての銀行口座」を持てないので、会費等の 

管理は会長個人名義の口座で行っています。また、やはり基本的事項である「日本キャリアデザイン学会」 の 

商標登録も会長個人が行っているという状態です。 

一般社団法人化して法人格を得ることで、口座の開設や契約などが学会として可能となります。 

 

■さらに、他の類似の学会をベンチマークしても、会員が 1,000 人を超えると法人化を検討する例が多いため、 

本学会もそれにならう形となりました。 

 

 

【２】今回提案される定款案とは？ 

 

■一般社団法人を設立するためには、「定款」を作成して、法人登記を行う必要があります。 

現在、本学会は「規約」に基づいて運営されていますが、定款はこの「規約」に概ね相当するものです。 

定款は一般社団法人の基本的な事項を記述したもので、必要な規定が法律で定められています。 

今回提案される定款案は、現行の規約をベースに法の定めに従うように書き直したものになっています。 

 

 

 

 



22 

 

【３】学会のなにが変わるのか？ 

 

■一般社団法人化は組織形態を変えるものですから、学会の理念・目的、事業・活動内容等については現状と 

変わりありません。会員種別や会費なども一切変更ありません。（定款案第 3 条～第 5 条） 

一方、学会の組織・機関や、運営の在り方については、法の要請に従う形で見直しを行います。（第 6 条 3 項） 

それにともない、会員のみなさんにも変更点がありますので、まずそこから説明します。 

 

【４】会員はなにが変わるのか？ 

 

■これまでの本学会の会員には、正会員、学生会員、賛助会員、特別会員の 4 種別がありました。これは、 

新法人でも変更ありませんが、新たに正会員の中から「社員」（＝代議員）を選挙していただきます。 

  （第 13 条） 

■この「社員」は法律上の用語で、一般的な「会社の従業員」といった意味の“社員”とは異なり、一般社団法人の 

社員総会に出席して議決に加わる人を指します。一般的な”社員”とまぎらわしいため、法に基づく場合以外は 

なるべく「代議員」と呼ぶこととしています。 

■社員総会は、現学会の総会に相当するもので、法律で設置が義務付けられています。（第 14 条） 

役割は、活動計画や決算書類、役員人事などの重要事項の審議・議決であり、現学会の総会と同様です。 

 （第 15 条） 

■一方、現学会の総会に定足数がないのに対し、社員総会の定足数は社員の過半数と法定されています。 

そのため、1,000 人を超える規模の一般社団法人では、正会員をすべて社員とした場合、定足数を満足する 

ことが実務的に難しいことから、社員を選挙で選出する代議員制を採用することが一般的となっています。 

今回の定款案も、その通例に従って作成しています。（第 20 条) 

 

           現学会（任意団体）                      新法人（一般社団法人） 

正会員 

・総会での議決権あり 

 

 社員である正会員（代議員） 

・社員総会での議決権あり 

・次期社員（代議員）の被選挙権なし（選挙権あり※）

社員でない正会員 

・社員総会での議決権なし（参加・発言は可能） 

・社員(代議員)の選挙権・被選挙権あり※ 

学生会員 

・総会での議決権なし 

学生会員 

・社員総会での議決権なし 

・社員（代議員）の選挙権・被選挙権なし 

賛助会員 

・総会での議決権なし 

賛助会員 

・総会での議決権なし 

・社員（代議員）の選挙権・被選挙権なし 

特別会員 

・総会での議決権なし 

特別会員 

・総会での議決権なし 

・社員（代議員）の選挙権・被選挙権なし 
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                                     ※ただし、会費納入済であることなどの要件あり 

■したがって、今後の正会員のみなさんは、従来の「総会への参加」に代わって「総会に参加する社員（代議員） 

の選挙への参加」という形で、活動計画等の重要事項の決定に関与していただくことになります。 

 

■法人設立にあたっては、法律上、定款に 2 人以上の設立時社員を記載することが求められています。 

提出書類の準備など手続が非常に煩雑なため、設立時社員は最小限とすることが一般的です。 

この定款案では、本学会設立の理念を継承すべく、設立発起人幹事であった川喜多喬特別会員と菊地達昭 

会員を設立時社員としました（内諾済）。（附則３） 

 

■社員（代議員）の人数や選挙方法については、定款案上は新法人の理事会にて決定することとされています 

（第 13 条）。 

定款案では、社員（代議員）の人数を「概ね正会員１００人の中から１人以上の割合」としていますが、これは 

学会規模がさらに拡大することも念頭において下限として設定しようとしているものです。移行にあたっては、 

円滑な移行を図るということを重視するとともに、なるべく多くの正会員の方に社員総会に参加していただく、 

学会構成の多様性を反映した適任な方が民主的に選ばれる、などの観点を踏まえ、引き続き法人化準備検討 

委員会にて情報収集を進めます。 

社員（代議員）に選出された方には、社員総会への出席や諸手続など、学会運営への協力をお願いします。 

 

 

 

【５】組織はどう変わるのか？ 

 

■従来の「総会」が「社員総会」に変わることは、上で説明したとおりです。 

これに加えて、理事会・常務理事会といった学会の機関も、法的な要請に沿ったものとする必要があります。 

次ページの図をご参照ください。左が現在の本学会の運営、右が法が定める一般社団法人の機関です。 

 

＜理事会・常務理事会の 2 階建てから、理事会のみの 1 階建てに変わります＞ 

 

◆任意団体と異なり、ガバナンス強化の観点から一般社団法人の理事会は法律で本人出席が必須と定められて 

います。そのため、一般社団法人では理事の人数を少数とし、本人出席可能な人を選ぶことが一般的です。 

 （第 39 条） 

 

◆法が定める一般社団法人の理事会は、本学会の現状の運営では概ね常務理事会に相当することから、 

定款案では現行の常務理事会メンバーをそのまま新法人の設立時理事として、定員 11 人とすることを 

提案しています。 

 （附則５） 
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現学会（任意団体）の機関と新法人（一般社団法人）の機関 

 

 

現学会（任意団体） 

定足数・議決事項など 機関 

 

◇全正会員で構成 

◇定足数はなく、総会出席者の 

過半数で決議 

◇規約に定める総会決議事項 

(1)役員の承認 

(2)予算・決算及び事業計画 

(3)規約の制定・改廃 

(4)その他理事会提案事項 

総会 

 

◇選挙で選ばれた 15 人と会長が 

指名した 5 人で構成 

◇定足数は過半数で、委任状等の 

代理出席も可 

◇会長の選出、総会提出議題の 

決定などを行う（実務の大半は 

常務理事会に委任） 

 

理事会 

 

◇会長、副会長、常務理事、事務 

局長・次長の 11 人で構成 

◇定足数は過半数で、委任状等の 

代理出席も可 

◇規約等に基づき、学会活動の 

大半について決定 

常務理事会 

 

 

 

 

 

新法人（一般社団法人） 

機関 定足数・議決事項など 

 

 

 

社員総会 

（代議員会） 

◇全社員（代議員）で構成 

◇定足数は委任状等含め社員の 

過半数と法定 

◇法定の決議事項 

・役員の選任・解任 

・決算書類の承認 

・定款の変更 

・法人の解散 など 

 

 

 

 

 

 

 

理事会 

◇定款に定める理事で構成 

◇定足数は理事の過半数で、 

本人出席が必須（代理不可） 

◇社員総会の議決が法定された 

事項を除き定款に基づき決定 
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＜その他の機関は従来どおりです＞ 

 

◆監事については、現学会の監事をそのまま監事とすることを提案しています。 

 （附則５） 

 

◆現学会における、研究組織委員会やその他の各委員会、支部組織などについては、法に特段の定めもなく、 

現状と変更ないことを想定しています。 

 （第 42 条） 

 

 

【６】その他のポイントは？ 

 

■一般社団法人には「普通型」「共益型」「非営利徹底型」という 3 類型が存在します。 

・普通型：営利活動（利益を構成員に分配する活動）ができる。会費、寄付金含め全所得に課税される 

・共益型：営利活動は行わず、会員に共通する利益を図る活動を行う。収益事業のみ課税される 

 （例：マンション管理組合、同窓会） 

・非営利徹底型：営利活動は行わず、非営利の多様な活動を行う。収益事業のみ課税される 

 （ほとんどの一般社団法人化された学会はこれを選択） 

 

■学会の理念や目的、事業・活動にもっともふさわしい形態として、定款案は非営利徹底型となっています。 

そのため、定款案では剰余金の分配は行わないこと（第 48 条）、解散時の残余財産は公的団体に贈与すること 

（第 53 条）などを定めています。 

 

■その他、主たる事務所の所在地（第 2 条）、定款等の閲覧（第 6 条 2 項、第 13 条 8 項、第 46 条、第 47 条）、 

公告（第 55 条）、事業年度（第 43 条）などの事項について、専門家（行政書士法人シーガル事務所）の助言を 

得て、所要の記載を実施しています。 

 

 

【７】今後の新法人への移行について（本総会にてご承認いただきたい点） 

 

■来年の総会までに、新たな「一般社団法人日本キャリアデザイン学会」を先行して設立・登記します。 

その後、来年の総会で、現学会の解散を議決します。その段階で、現学会の会員は、自動的に現学会の 

会員種別のまま、新法人の会員となることとしたいと考えます。 

会員のみなさまには、一切の個別手続などは必要ありません。 

 

■現学会の有する財産、および権利義務関係などは、すべて新法人で承継することとしたいと考えます。 

具体的な手続などは、必要に応じ専門家の助言等を得つつ、法人化準備検討委員会が対応してまいります。 

 

以上 
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（会員の資格喪失の判断）  
第 10 条  
常務理事会は、倫理委員会の報告に基づいて、規約
第9条第 1項第 3号に関わる判断を行う。  

（会員の資格喪失の判断）  
第 10 条  
理事会は、倫理委員会の報告に基づいて、規約第 9
条第 1項第 3号に関わる判断を行う。  

（役 員）  
第 10 条  

本会に次の役員を置く。 
（１）会 長  1 名  
（２）副会長  3 名  
（３）常務理事 5 名以内  
（４）理  事 20 名以内  
（５）事務局長 １名 
（６）
（７）研究組織委員 若干名  

事務局次長 ２名以内 

（８）監  事 2 名以内  
2 本会に、顧問を置くことができる。 

（役 員）  
第 10 条  

本会に次の役員を置く。 
（１）会 長  1 名  
（２）副会長  3 名  
（３）常務理事 5 名以内  
（４）理  事 20 名以内  
（５）事務局長 １名 
（６）
（７）研究組織委員 若干名  

事務局次長 １名 

（８）監  事 2 名以内  
2 本会に、顧問を置くことができる。 



28 



29 



30 

 http://www.univ.gakushuin.ac.jp/access.html
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181-0012
1-12-17 
2

TEL.0422-55-6582 FAX.0422-55-6582

E-mail info@career-design.org

URL:  http://www.career-design
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